
〈三原中学校の教育目標〉 

人間尊重の精神を基調とし、豊かな社会の形成に貢献できる人間を育成する。                                

 ○やさしい人    ○たくましい人    ○よく学ぶ人 

〈校訓〉 

『紳士たれ・淑女たれ』 
三原中学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.hachijomachi-tky.ed.jp/mihara-jhs/ 

 

 

 

【土台をしっかりつくるために』 

副校長 石橋 弘毅 

早いもので、２月も中旬となりました。３学期は、とても早く時間が過ぎるように感じることから、 

教員の間では、１月は「行
１

く」、２月は「逃
２

げる」、３月は「去
３

る」と、よく言われます。今年度３学期 

の１年生・２年生の授業日数は 53日で、２月 15日が中間の 27日目にあたります。本当に、あっという 

間です。一人一人の生徒が、学習面、生活面、その他において、学年のまとめとなる３学期の一日一日 

を大切に過ごせるよう、指導して参ります。 

さて、学校では、今年度の教育活動を振り返り、来年度の計画を立てる時期となっています。私は改 

めて５月～６月に全学年で実施した、東京都児童・生徒の学力向上を図るための調査の結果を見直して 

みました。この調査は、いわゆる教科のテストではなく、授業や家庭での学習等に関する生徒の実態調 

査となっています。本校の結果を見ると、授業が「分かる・どちらかといえば分かる」と回答している 

割合の５教科平均は 83.6%（社会、英語の平均は 72.2%）である一方、その教科が「得意・どちらかとい 

えば得意」と回答している割合の５教科平均は 49.6%（社会、英語の平均は 33.3%）にとどまっていまし 

た。また、次の項目では、「どちらかといえば当てはまらない・当てはまらない」と回答した割合が、東 

京都全体と比べて高くなっていることが分かりました。 

＊「確実にできるようになるまで、繰り返し練習している。」都 35% 本校 55.5% 

＊「どうやったらうまくいくかを考えてから学習を進めるようにしている。」都 40.2% 本校 74.1% 

＊「学習してもできるようにならないときは、学習の方法を工夫している。」都 36.7% 本校 62.9% 

＊「どうしてそうなるのかという理由を考えながら学習している。」都 26.6% 本校 40.7% 

＊「自分で計画を立てて学習している。」都 33% 本校 61.5% 

＊「教科書を読むなどして、授業でこれから学習することの見通しをもつようにしている。」都 46.4% 

本校 80.8% 

＊「教科書やドリルの問題に取り組むなどして、学習したことを確実にできるようにしている。」 

都 20.6% 本校 30.8% 

授業中には分かっていても、しっかり定着させる学習が十分ではなく、「得意」と言えるレベルにまで 

定着、習熟しきれていないようです。それが、覚えることが多い社会、英語に顕著に表れていると考 

えられます。 

家庭での学習については、塾等以外の家庭での学習時間（毎日 30分以上）は、都の平均が 74.4%なの 

に対して、92.5%となっていますが、塾等での学習時間（週２時間以上）は、都の平均が 66.5%なのに対 

し、29.6%にとどまっています。区市部の中学生の半数以上は、予習的内容や復習的内容を、塾等で無理 

やりにでも学習させられているわけです。無理強いでの学習効果には疑問がありますが、「学校外で、誰 

かに教えてもらえる機会がある」ことの意義は無視できません。島しょ部の八丈島では、「自分で」それ 

をやらなければならず、島しょ部だからこそ、自らの学習を調整しながら学んでいく力が非常に大切な 

のだと言えます。 

生徒たちに育むべき、「未来を生き抜く力」とは、単なる暗記や指示されたことをただやるのではな 

く、身に付けた知識や技能を、状況や場面に応じて適切に使い分け、課題や問題を解決していける力で 

す。知識や技能を確実に身に付けることが、その土台となります。現在本校では、家庭学習を促す取組 

として「家庭学習ノート」や電子ドリルの「すらら」などを行っていますが、より個々に合った学習と 

なるように更なる工夫を講じて参ります。ご家庭でもお子様の学習の様子を見守っていただけますよう 

お願いいたします。 

学校とご家庭とが一層の連携をしながら、お子様を育てて参りましょう。 
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１月２３日(月)の３校時に、高齢者疑似体験を行いました。 

社会福祉協議会の方を講師にお迎えして、高齢者の方の日常

生活での困難さを体験しました。 

 今回の体験では、８０歳代の方の一般的な身体状態をサポーター

やおもりなどの装具を身に付け、校舎内を巡りました。生徒たちは、「目や耳

が不自由なことが衝撃的で、何より手足が思うように動かないことが大変で

した。この状態で日常生活を送ることは自分の

想像以上に高齢者の方々は苦労されていると

感じました。」、「階段の昇り降りのときに、転ん

だ場合を想定して動くことが大切だと感じました。」、「家族以外の人も周り

の目を気にせずに助けられるようになりたいと思いました。」という感想を

もったようです。体験を通して感じたこと・考えたことを心にとめて、高齢

者の方との接し方を考えて行動してほしいです。      【家庭科】 
 

 

 
 

１月２５日(水)の５校時に心の教育として全校道徳を行いました。 

今回のテーマは「ふつうってなんだろう？」です。自分にとって 

のふつうと他者のふつうが違うことを理解すること、どうにもならな

いふつうを抱える人々や、その周りにいる人の気持ちを考えること

で、「ふつう」という言葉について考え深めていきました。「ふつうと

は自分の基準。」、「自分と相手のふつうは違うからこそいい事もある

のではないかと考えた。」、「ふつうという言葉で相手の特性をしばり

つけてはいけない。」、「ふつうとは人それぞれで、時に理解されなかっ

たり悩んだりするけど、それがふつう。」など様々な意見が出ました。   【授業者】 

 

 

２月３日(金)の昼休み、衛生委員会による体力向上の取り組みとして、鬼ごっこを行いました。 

この日は節分ということもあり、鬼のお面を頭につけたり、「鬼は外、福は内！」と言う生徒もいたり、

とても楽しそうでした。体育館中に生徒の笑い声が響いていました。鬼ごっこが終わった後に、３年生の

委員が、「これからも運動を続けていきましょう！」と呼びかけていました。毎年恒例になりつつある衛生

委員による体力向上。次年度はどんな企画になるか、楽しみです。      【衛生委員会】 

心の教育 

体力向上 

高齢者疑似体験 



         ２月１日(水)から７日(金)にかけて、八丈方言学習として、大澤 

校長先生による「島言葉講座」と、ゲストティーチャー３名による 

「島寿司づくり」を各学年３時間ずつ行いました。島言葉講座では、日常的によく使う島言葉を習った

あと、自分たちで文章を作成しました。島寿司づくりでは、ただ島寿司を作るのではなく、方言による

説明や会話を聞きながらの活動だったので、身近に島言葉にふれるいい機会となりました。その際、島

言葉がなぜなくなりつつあるのか、なぜ大切にしてほしいのかなどのお話も伺うことができて、生徒た

ちはいろいろと考えるところがあったようです。私たち教員も地域の方と少しでも島言葉で話せるよう

に、努力をしたいと思います。   【担当】 

 

２月１日(水)～３日(金)に、各学年で目の保健指導を行いました。    

現代では、子どもの近視が急増しており、スマホやタブレット

などのデジタルデバイスの長時間利用や、視距離が問題となっていて、近視

になると、将来様々な目の病気を起こしやすくなるとも言われています。 

しかし、現代社会で生きる私たちにとってデジタルデバイスは欠かせず、

適切な利用法も合わせて身に付けてほしいです。近視の進行予防のために、

３０ルール（画面から３０cm 以上離し、３０分に１回は、３０m 先のもの

を、３０秒間見ること）と屋外での活動を増やすことを推奨しました。 

            【養護教諭】 

 

２月１３日(月)、小学校６年生の体験授業に７名の児童 

                     が出席しました。小学校の時程とは異なり、戸惑う場面が 

ありましたが、積極的に授業に参加する姿が見られました。 

体験授業後の児童の感想には、「小学校より疲れたけど、楽しかった。

一つの授業が短く感じた。」、「中学生になるのが楽しみになった。」、「授

業のレベルも上がり、先生や先輩たちもやさしくて楽しかった。」など

と、中学校生活への関心が高まった様子が感じられました。 

今回、私が１日担任として児童と接した印象は、「ON と OFF の切り

替えが早い」ことでした。授業と休み時間の切り替えや給食の時間など、

やるときはしっかりやる姿が素敵でした。中学校への入学を楽しみに

しています。 【担当】 

新入生体験入学 

八丈方言学習 

目の保健指導 



 

三原学習発表会を、小中同日で３月５日(日)に行います。 

今年度の学習発表会のスローガンは「NEW STARS～今輝く～」です。小学生と共同して決めたもので 

新しさを出したいという思いや、一人一人が輝くという意味が込められています。現在、各学年や各教科、

部活動で発表準備を進めています。合唱

や音楽部の演奏も実施予定です。詳しい

時間や会場等は下記をご覧ください。ご

参観お待ちしております。 

【文化行事委員会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈３月の主な行事予定〉 

日 月 火 水 木 金 土 

2 月 26 日 

 

27 日  

朝礼 

28 日 SC 

 

3 月 1 日  

（6 校時時程） 

専門委員会 

都立高一次発表 

2 日 

学習発表会リハ 

（5 校時時程） 

職員会議 

3 日 

避難訓練 

学習発表会準備 

4 日 

 

5 日 

学習発表会 

6 日 

振替休業日 

都立高二次出願 

7 日 

朝のつどい 

安全指導 

発表会片付け 

8 日 

小中会 

社協学習教室 

9 日 

都立高二次入試 

10 日 

 

11 日 

12 日 13 日 

朝礼 

３年スポーツレク

３年生を送る会 

14 日  

 

15 日 

卒業式予行 

都立高二次発表 

職員会議 

社協学習教室 

16 日 

 

17 日 

卒業式準備 

 

18 日 

19 日 20 日 

卒業式 

21 日 

春分の日 

22 日  

保護者会(1・2) 

 

23 日 

大掃除 

職員会議 

 

24 日 

修了式 

離任式 

25 日 

 

 26 日 

春季休業日始 

＊ＳＣ：スクールカウンセラー勤務日 

 

 

三原学習発表会のご案内 

《三原学習発表会》※会場は各校となります。 
  
 三原小学校 〔発表の部〕午前８時３０分～午前１１時４５分 （三原小学校 体育館） 

〔展示の部〕午前８時１０分～午後 ４時２０分 （三原小学校 校舎内） 

 

三原中学校 〔発表の部〕午後１時００分～午後 ３時００分 

〔展示の部〕午前８時５０分～午後 ０時５０分 （三原中学校 体育館） 

午後３時００分～午後 ４時２０分 

お子様の様子が気になるときはいつでも学校へご相談ください。（学校７－００５７） 

〈学校以外の相談窓口〉 

☆八丈町教育相談室(2-0591)  

☆東京都いじめ相談ホットライン(03-5331-8288) 

☆東京都教育相談センター(03-3360-8008)    

☆東京都児童相談センター(03-3202-4152) 


